








採点・評価基準（具体的基準） 
教科・科目名 国語（前期日程試験：令和 5 年度） 問題番号 K２-２ 

対象学部・学科

（課程）等 

 人文社会科学部（法学科） 

出題のねらい 

 傍線部の内容を具体的に説明させることによって、思考力、文章の読

解力及び言語表現力を問うとともに、具体例を挙げさせることによっ

て、社会への関心や主体性を把握することをねらいとしている。 

 

 

 

 

 

 

採点基準 

①傍線部に関して、「「法」の標識」とはいかなるものかを、課題文か

ら読み取り、具体的な例などを用いて説明できていること。 

②論述の説得性があること。 

③文章全体に整合性があること。 

④誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 
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